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[委員会意見] 

 

調査事件２ 所管関係施設・事業等の町内視察、執行方針の取り組みについて 

（令和５年１０月３１日調査） 

 

 １０月３１日に本委員会を開催し、吉岡漁村環境改善総合センターなど４箇所

を視察調査し、令和５年度執行方針の取り組み状況を確認したので、調査結果を

次のとおり報告する。 

 

【論点とした調査項目・意見】 

 

１ 所管関係施設・事業等の町内視察 

（１）吉岡漁村環境改善総合センター（教育委員会生涯学習係） 

当該施設は老朽化が激しく、外壁等の崩落により歩行者、周辺住民へ被害を

及ぼすことが懸念される。現在策定中の第６次総合計画において令和９年度に

解体を予定しているとのことだが、吉岡支所移転（吉岡総合センター建設）後

に解体を計画していた経緯を参酌し、今年に入ってからは雨漏りによる天井の

崩落など屋内の状況もさらに悪化しているため、保管している埋蔵文化財等を

速やかに移設し、早急に解体について検討されたい。 

 

（２) 吉岡小学校（教育委員会生涯学習係） 

特になし。 

 

（３）旧美山教員住宅改修事業（教育委員会生涯学習係） 

教員住宅を埋蔵文化財保管場所として改修するにあたって、住宅の床を撤去

した土の上に厚さ 10㎝のコンクリート打設しているが鉄骨等の補強は入ってい

ないとのことであり、収納される埋蔵文化財は相当な重量となることが予想さ

れるため強度不足が懸念される。そのため埋蔵文化財の搬入・保管については

十分注意して行う必要があると思慮する。 

隣接する教員住宅の屋根等の劣化が進んでおり、早急に改修が必要であり、

他の教員住宅も含め適切な維持管理に務められたい。 

 

（４）福島小学校（教育委員会学校教育係） 

特になし。 

 

（５）総括意見 

  現在保管されている埋蔵文化財については、重量等も把握しておらず、長く

未整理の埋蔵物（吉野・豊浜地区からの出土品）もあるとのことであり、今回

の移設を契機に体制を整え時間をかけて調査・整理することも必要であると思

慮する。その際は当時発掘に携わっていた方達の協力を得ることも有効な手段

であり検討されたい。  
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２ 執行方針の取り組み状況について 

（１）次世代を担うリーダー等の養成 

①各大学・企業との包括連携の状況について(企画課) 

 今年度、企業と連携し若手職員向けの研修を開催したとのことだが、若手だ

けでなくその上の年代の職員・管理職についても積極的に研修を受講していく

必要があると思慮するので検討されたい。 

 

 

（２）産業の再生による雇用の創出  

①チャレンジスピリット応援事業の実施状況について（企画課） 

特になし。 

 

②ふるさと納税の状況、ふるさと応援基金の活用状況について（企画課） 

特になし。 

 

 

（３）若者の定住対策・子育て環境の充実 

①定住促進住宅整備プロジェクトの進捗状況について (企画課) 

福島町はゼロカーボン宣言を行っていないが、国はゼロカーボンを推進して

おり、脱炭素等事業に関する補助金等を受けるためには宣言をする必要があ

る。定住促進住宅として省エネルギー住宅を建設する際の財源として期待でき

ることから、ゼロカーボン宣言について検討されたい。 

今年の猛暑が今後も続くと考えると、公営住宅（特に高齢者入居住宅）への

エアコン設置についても検討する必要があると思慮され、そのための財源の確

保を北海道に訴えていくことも必要と考えるので検討されたい。 
 

 

（４）高齢者等の安心安全な生活環境の充実 

①避難所、避難路整備の検討状況について (総務課) 

避難訓練について、全町を対象とした訓練を年１回行っているが、町内会単

位で実施したのは２町内会のみとなっている。身近な場所で訓練をすることで

実際に災害があった際は避難するという意識づけがされると考えることから、

町は町内会に対し避難訓練を行うよう積極的に勧めるとともに、経費等の支援

も行うよう検討されたい。 

 

 

（５）第２青函トンネル構想の実現 

①第２青函トンネル構想実現に係る関係団体等との連携状況について 

（企画課） 

特になし。 
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（６）学び合い、たくましい人を育てる 

①福島アカデミーの活動状況について（教育委員会学校教育係） 

特になし。 

 

②ＩＣＴ教育の実施状況について（教育委員会学校教育係） 

平成 30年度に各学校へ導入したタブレット端末は、経年劣化から今後、検討

チームを立ちあげ令和６年度に更新を予定しているとのことであり、より良い

機器の導入について検討されたい。 

 

③学校給食の町内産米等の使用状況について（教育委員会給食センター係） 

近年の物価高騰により、食材価格も高騰している。そのため給食のグレード

を落とした町があるとの報道も見られたが、当町ではそのようなことがないよ

う必要な予算を措置し、子ども達には引き続きおいしい給食を提供するよう努

められたい。 

 

④南北海道駅伝競走大会新コースの検討状況について（教育委員会生涯学習係） 

特になし。 

 

⑤各体育施設の利用者増に向けた取り組みと施設環境の現状について 

（教育委員会生涯学習係） 

 

特になし。 

 

⑥文化財等の保管状況について（教育委員会生涯学習係） 

特になし。 

 


